
1-2-19 部分構造化境界要素音場解析用プリプロセッサの開発*

◎加藤正雄,寺尾道仁,関根秀久 (神奈川大･工)

1.はじめに 吸音体などを含む境界要素法

(BEM)音場解析は部分領域化を必要とする｡

また,複雑な境界形状からなる多数の物体を含

む大規模な音場解析では,音場の部品化または

部分構造化とその結合の形態をとらざるを得な

くなる｡その場合,部分構造の形状モデリング

や座標入力などの幾何学データ作成およびその

結合に関するグラフィカルな支援ツールが不可

欠になる｡

そこで,我々が用いている2次元および3次

元部分構造化境界要素音場解析ソルバ[1]に適

合するPCプリプロセッサssBPrePの開発を試

み,膨張管を含むダクト内音場を解析例として

その有効性を調べる｡

2. 開発環境

pcプリプロセッサssBPrePの開発環境は次

のとおりである｡開発マシン:Gateway2000GP-

400(CPUPentiumII400MHz,メi7)192M B ),

OS:Windows98,開発言語はMicroso氏 V isual

C++6.0(SP3)である｡GUT(G raphicalU ser

Interface)の充実に力点をおき,人 力 操 作 の 簡 略

化を図っている｡特に3次元 の 画 面 表 示 の ラ イ

ブラリにはOpenGL[2】を用 い た ｡

膨 張 管 マ フ ラ

3. SSBPreP開発における主眼点

Fig.1に示すような3次元膨張管マフラにお

ける部分領域分割,ドメイン(部分領域)番号,

パッチ番号,節点番号,節点座標などのような

幾何学形状データ(GeometryData)作成におい

て,手作業入力では入力時間と入力ミスが多大

である.この作業のGUIによる簡易化,Geometry

Dataの自動作成,実時間画像出力による幾何学

ポストプロセッサ
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Fig.6 ApartofdatarIIefor

3Dcase

的データや,ドメイン･節点などの接続関係 と

境界条件のデータ (TopologyData)の視覚的

チェックを可能にする｡ ここで視覚的識別の助

けとして,2次元の場合はFig.3に示すように形

状節点を○印,また,吸音面,無反射端面,刺

壁面,励振面,仮想境界面などの境界条件をそ

れぞれ異なる線種 ･色で表示できるようにし

た｡3次元の場合はOpenGLを活用 し,例えば

Fig.4に示すように様々な角度から見られるよ

うにした｡

4.SSBPrePを用いた膨張管の解析

Fig.1のモデルを例としてFig.2に示すような

手順で入力作業を行った｡Fig.6に16面素/パッ

チの場合の自動出力データファイル (約27000

行)の一部を示す｡その実行時間は約30秒であ

る｡

1面素と4面素/パッチの場合の数値計算結

果をFig.7に示す｡4面素/パッチとやや粗いモ

デルでも数値解とよく対応 している｡これは幾

何形状や トポロジに関するプリプロセッサ部の

妥当性を示すものである｡
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Fig.7 AnalyticalandNumericalresultsof

expansiontubemumerofFig.1

5. まとめ

部分構造化境界要素音場解析ソルバに適合す

るプリプロセッサを開発 し,その基本部分が構

築できた｡音響部品のデータベース化とマウス

による自動接続,cADソフトとのデータ連携,

pcのメモリ使用の更なる効率化などが今後に

残る重要課題として挙げられる｡
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